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元気で働き続けたいのは当然 

私傷病補償を平等に 
安倍川労組が毎年の春闘で掲げ 

ている要求の一つに、「王子グルー 

プ内の格差の是正」があります。 

 王子製紙グループが企業を再編 

するにあたり、さまざまな企業に 

所属する人が一緒に働くことにな 

りました。 

かつてのように「出向者」が一 

部にしかいないのであれば、その 

格差は表面化しませんが、現在の 

王子特殊紙の状況は格差が顕在化 

しています。 

安倍川労組の要求に対して会社側は「違いはわかっていて入社した。」と、上から目線で

取り合おうとしませんが、自分の仕事がいろんな人に支えられているという認識があるの

でしょうか。 

安心して働くための「命綱」 
年の文字が｢暑｣になった昨年以上の暑い日々がすでに続いて、多くの人が体調を壊して

います。  

労働災害と違って、どこから見ても仕事上との断定が難しい治療の

場合、「こんな時のため」と取っておいた年休で埋め切れればまだよい

のですが、治療などが長期化した時、王子特殊紙には「4 日目以降 3

ヶ月までは賃金の8割」という業務外私傷病の手当が支払われ、３ヶ

月を超えると休職となり、6ヶ月間は賃金の８割が休職者に手当とし 
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て支払われることが就業規則（その一部である賃金規定の33条など）に明記されています。 

  きびしすぎる自己責任 
ところが、この「まさかの時の命綱」が東海王子紙業の就業規則 

にはありません。 

となると、自分で高額の医療保険に入るなど防衛策をとるか、け 

がや病気を押して出勤し続けなければ家計が成り立たなくなります。 

 このことは、現在東海王子紙業に出向している王子新労の人たち 

も「50歳転籍」で王子籍を失うことにより私傷病(業務外傷病)補償が全くなくなることを

意味します。 

 労働組合の権利は一部の特権である場合、もろいものです。広くみんなの当たり前の権

利に広げていけばいくほど「社会性のある権利」として強固に守られます。 

働く人を使い捨てにしないモラルを示そう 
 どこの企業に属していようと、補い合って一つの仕事を完成していることを忘れたので

は明るい職場は作れません。王子製紙は本体の労働者には手厚いが、周辺の企業の労働者

は使い捨てというのでは困ります。実際、紙業の職場では腰痛を訴える人がたくさんいま

す。 

 労働災害はもちろん、私傷病の補償は企業の負担になります。負担になるからこそ企業

は管理職を通じたりして労災や私傷病を防ぐことに努力しなければなりません。 

使い捨てがまかり通るならば、企業のモラルは低下し続けます。 


